
歯肉炎を予防するためには、歯磨きで歯垢をきれいに落とすことが大切です。 

また、軽い歯肉炎の場合、丁寧な歯磨きを継続することで、自分で治すことができます。 

 

 

 

梅雨時～梅雨明けの時期も、熱中症に注意が必要です。なぜなら、湿度が高い梅雨時

は、汗が蒸発しにくく、体に熱がこもりやすいからです。また、気温が急に上がる梅雨明け

も、まだ体が暑さに慣れておらず、体温調節がうまくいきません。体を少しずつ暑さに慣ら

していくために、次のことに注意してくださいね！ 

① 始めは連続して運動する時間を短めにし、少しずつ長くする。 

② 軽めの運動から始めて、少しずつ強度を上げていく。 

③ 軽装（風通しのいい服装）を心がける。 

④ 汗で失った水分や塩分をしっかり補給する。 
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歯周病は、歯肉炎・歯周炎などのことで、歯垢（プラーク）が原因で起こります。 

歯垢に含まれる歯周病菌は、歯と歯肉のすき間である「歯周ポケット」で増え、歯肉や周辺の

組織を壊します。症状が進むと歯周ポケットはどんどん深くなり、最悪の場合、歯が抜け落ちてし

まうこともあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

梅雨時の熱中症にご用心 

 


